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２０２０年７月２１日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ西労組 第３２回定期中央本部大会 

ＪＲ西労組は、７月 20 日、ホテルグランヴィア岡山をメイン会場に、５会場（ホテル

グランヴィア京都・大阪・和歌山・岡山・広島）をテレビ会議システムでつなぎ、ライブ

形式により第 32 回定期中央本部大会を開催した。「創造、参加、実践」と「全組合員の

総団結でこの難局を乗り越え、安全を基礎に未来を切り拓こう！」をメインスローガン

に掲げた今大会は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により規模を縮小し、密状態

を避けながら半日での開催とした。 

上村良成中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）

は、冒頭の挨拶で、「ＪＲ西日本グループのす

べてにおいて雇用を守り組合員の生活を守る

ことを優先し、一方で将来を見据え働き方を

見直して生産性の向上にむけて取り組み、労

使で力を合わせ全組合員の総団結でこの難局

を乗り越えていきたい」と力強く訴えた。 

来賓挨拶では、ＪＲ西労組が推薦する国会

議員懇の泉健太議員がライブ中継で、また、

同じく岸本周平議員がビデオメッセージで、

それぞれ連帯の意を示した。そしてＪＲ連合

荻山市朗会長は、この難局を乗り越えＪＲ産

業を持続的に発展させるためには、健全で責

任ある労働組合と労使関係が必要であり、そ

の上で労使ともにグループが一本化して力を

合わせる必要があるとの認識を語った。 

議事では、執行部から新年度の運動方針案・

予算案を提起。事前に書面で各地本・本社総

支部から意見を集約しすべてに対して中央本

部答弁をした上で、さらに 15 人の代議員から

補強する発言があり、執行部からの追加答弁および総括答弁を経て、全議案が満場一致

で確認された。 

なお、大会後にＪＲ西日本の長谷川一明社長が挨拶し、コロナ禍に対し、社会的イン

フラとしての使命を果たし雇用を守るなどの基本方針を示し、労使が総団結して明日を

切り拓こうと呼び掛けた。 


